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第二渥美海丘北西斜面の海底地すべり地形と表層堆積物の特徴
The features of submarine landslides on northwest slope of Daini-Atsumi Knoll, and its
cover sediments.
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第二渥美海丘は三重県志摩市の大王崎南東約60km、愛知県田原市の渥美半島南約80kmの遠州灘に位置し、北東
－南西の長軸をもつ一連の隆起帯の一つである。JOGMECは2015年6月自律式無人潜水装置（Autonomous
Underwater Vehicle、以後AUV）を用いた詳細海底地形地質調査を実施した。この調査は、東部南海トラフ第二
渥美海丘の北西側斜面で実施し、海底地すべりの分布域を含む。AUVは、Global Positioning System(GPS) と
Ultra Short Base Line (USBL)方式を用いた高精度の海中測位を備え、これを活かした高解像度・高精度な海
底地形図が得られた。また、Sub Bottom Profiler (SBP)の音響記録から表層堆積物と表層堆積物の変形構造に
ついての情報が得られた。調査結果より海底地形は、①第二渥美海丘頂部付近の削剥・崩壊で特徴づけられる
地域と、その北西側に広がる②海底地すべりによる急崖や地すべりブロックが分布する地域、および斜面下方
の③再堆積地域に区分された。この①においては、SBP記録では層理が不明瞭であり、海底面付近でも強い反射
を示す音響的特徴から基盤の露出が考えられる。また、②の地すべり堆積物の分布地域には、構造性の段差や
比高数mのマウンドなどの特徴的な海底地形があり、SBP記録では変形した地層を見出すことができる。③は
SBP記録で成層を成す堆積物中に挟在する上方に凸の構造を持つ音響ブランキングや、音響的により透明度が高
い層による被覆が見いだされる。これらはそれぞれ、③の斜面上位にある②の海底地すべりの再堆積層や、更
に上位の①の地域での削剥により生成した砕屑物による表層堆積物と解釈される。今回、これらの堆積物の分
布について報告し、表層堆積層の地盤としての安定について考察する。本研究は、メタンハイドレート資源開
発研究コンソーシアム（MH21）の研究の一環として実施した。本研究の公表許可をいただいた経済産業省なら
びにMH21に謝意を表する。
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